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公益社団法人　和歌山県看護協会　会長　　古 川　紀 子

2019 年度和歌山県看護協会通常総会開催に向けて

会員の皆様には、益々ご健勝でご活躍のこととお慶
び申し上げます。平素より看護協会事業に対し、ご支
援とご協力をいただいておりますことに深く感謝申し
上げます。
さて、新年度を迎え、2019 年度和歌山県看護協会通
常総会を開催する運びとなりました。
このほど、協会の会員数が 6,000 名を超えました。

このように会員数が増加しましたのも、一重に皆様方
のご理解・ご支援の賜物と感謝申し上げます。

和歌山県看護協会は公益社団法人として 8年目を迎
え、「県民の健康な生活の実現」に向けて更なる事業
の充実が求められています。
また、和歌山県では、急激な少子高齢社会に対応す
るために、「和歌山県地域医療構想」が策定されまし
た（平成 28 年 5月）。県民すべての願いである、健や
かに生まれ・育ち、住み慣れた地域でその人らしくい
きいきと安心して生活できるために、在宅医療を含め
た地域包括ケア体制の構築が進められています。
このような状況の中、看護職能団体である和歌山県
看護協会は、社会の変革とともになお一層重要性を増
す看護の役割を認識し、行政はじめ関係団体との連携
を密にし、事業の推進に取り組んでまいります。
今年度も、「看護の質向上」、「看護職が生涯を通し

て安心して働き続けられる環境づくり」、「人々のニー
ズに応える看護領域の開発・展開」を使命として、6
つの重点事業を中心に時代のニーズに基づいた事業計
画を策定いたしました。

「看護実践能力及び専門性の強化」については、新
人を育成する教育、ジェネラリストを育成する教育、
管理者を育成する教育、認定看護管理者教育、教育者・
研究者を育成する教育等を実施し、看護職が十分に看
護力を発揮できるようにレベルアップを図ってまいり
ます。
また、地域包括ケアシステムの構築に向けて、「治す
医療」から「治し支える医療」への転換が図られてい
ます。当協会では、県受託事業として訪問看護入門研
修、保健師研修、退院支援研修等を実施し、受講者が

これまで以上に身近で頼りになる存在として、質が高
く、満足できる看護を「いつでも・どこでも」提供で
きるようにしていきたいと考えております。

「看護職が働き続けられる環境づくり」については、
今年度も看護職のWLBワークショップ事業を継続的に
取り組むこととし、労働環境改善に繋げてまいります。
平成 27 年 10 月から実施している、医療機関等を離

職する看護職員のナースセンターへの届け出制度を更
に推進してまいります。
また、施設訪問、潜在看護職員復職支援研修、ハロー
ワークと連携した仕事相談、ナースセンターでの採血
の技術演習を実施するなど、ナースセンターを看護職
確保・定着の総合拠点として、行政や労働局、ハロー
ワーク等と連携しながら機能強化を図ってまいります。
さらに、認定看護管理者会の活動として、昨年に引

き続き看護管理者による各病院への「出前研修講座」
を 8コース実施いたします。各職能の実践能力向上と
体制整備に向けては、保健師の専門性及びネットワー
クおよび組織力強化を図り、保健師の資質向上と連携
強化、また、「助産師クリニカルラダー：CLoCMiP」
を積極的に活用し、助産実践能力強化に努めてまいり
ます。加えて、切れ目のない妊娠・出産・子育て支援
のため、地域との連携体制の強化を図ってまいります。

また、来る 8月 8日・9日（木・金）に和歌山県民
文化会館におきまして、第 50 回日本看護学会─看護
教育─学術集会を開催いたします。
テーマは、「紀の国から未来に翔けよう看護の心　
～人生100年時代に向かって看護教育を創造しよう～」
となっております。皆様方のご参加をお待ちいたして
おります。

今年度も役員、各地区支部、各委員会をはじめ、各
関係機関、行政、会員の皆様と共に、安全で良質な看
護の提供と、看護職がいきいきと働き続けられる職場
づくりを目指して、積極的に活動して参りますので、
引き続き協会運営にご支援・ご協力の程、よろしくお
願い申し上げます。
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12：20	 開　場
12：50	 オリエンテーション
13：00	 開　会
		  物故会員への黙祷
		  会長挨拶
		  来賓祝辞
		  祝電披露
		  和歌山県看護協会長表彰
			   （休憩）
13：50	 議長団選出
		  議事録署名人選出
		  平成 30年度総会議事録朗読
14：00	 報告事項
		  日本看護協会代議員報告
		  理事会報告
		  平成 30年度事業報告
		  職能委員会報告
		  地区支部報告
		  常任委員会・特別委員会報告
		  2019 年度重点事業並びに事業計画
		  2019 年度収支予算
	 議決事項

	 新役員紹介
		  旧役員への謝辞
		  旧役員代表者挨拶
		  看護協会歌合唱
16：30	 閉　会

Ⅰ　理事会等開催状況
1. 理事会

回 開　　催　　日 時　　　間
出　席　者

理事 監事

1 平成 30年  4  月 18 日（水） 13：00 ～ 16：30 16 2

2 平成 30年  5  月 21 日（月） 13：00 ～ 14：00 18 2

3 平成 30年  6  月 15 日（金） 13：00～ 14：00 18 2

4 平成 30年  7  月 10 日（火） 13：00～ 16：00 16 2

5 平成 30年  9  月 21 日（金） 13：00～ 15：30 15 2

6 平成 30年 12月  6  日（木） 13：00～ 15：25 17 2

7 平成 31年  3  月 13 日（水） 13：00～ 16：30 17 2

2. 理事・各委員長・地区支部長合同開催状況

回 開　催　日 時　　間
出　席　者

理事 監事 委員長

1 平成 30年 5 月 21 日（月） 14：00～ 15：00 18 2 9

2 平成 30年 6 月 15 日（金） 14：00～ 15：30 18 2 8

3. 代議員研修会開催状況
回 開　　催　　日 出　席　者

1 平成 30年 5 月 9日（水） 代議員 6 予備代議員 4

Ⅱ　理事会開催
第１回理事会　平成 30年４月 18日（水）
【協議事項】
１．平成 29年度事業実施報告 (案 ) について
２．平成 30年度和歌山県看護協会役員及び推薦委員について
３．	平成 30年度日本看護協会代議員及び予備代議員について
４．常任・特別委員の諮問事項について
５．常任・特別委員 (案 ) について

６．各地区事業計画予算（案）について
以上　承認

【報告事項】
１．日本看護協会主催会議報告
２．県内関連団体会議参加報告
３．会員数について
４．その他

理 事 会 報 告報 告 事 項

通常総会

プログラム

2019 年度 和歌山県看護協会

◉ 日 程：令和元年 6 月 22 日（土）
◉ 場 所：和歌山県民文化会館　小ホール

＊	進行上の都合により、時間が変更となる場合
があります。

第一号議案
第二号議案

第三号議案

名誉会員の推薦（案）

2019 年度役員および推薦委員並びに
2020 年度公益社団法人日本看護協会代議員および予備代議員の選出について

平成 30年度決算報告並びに監査報告 (案 )
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第２回理事会　　平成 30年５月 21日（月）
【協議事項】
１．平成 29年度決算報告について
２．その他

以上　承認
【報告事項】
１．日本看護協会理事会報告
２．県内関連団体会議参加報告
３．会員数について
４．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第３回理事会　平成 30年６月 15日（金）
【協議事項】
１．役員の選任について
２．円滑な事業運営について
　　（理事会などの年間計画について）

以上　承認
【報告事項】
１．平成 30年度事業計画について
２．日本看護協会理事会報告
３．県内関連団体会議参加報告
４．会員数について
５．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第 4 回理事会　平成 30年 7月 10日（火）
【協議事項】
１．ナース章の推薦について
２．その他

以上　承認
【報告事項】
１．日本看護協会主催会議報告
２．県内関連団体会議参加報告
３．会員数について
４．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第５回理事会　　平成 30年 9月 21日（金）
【報告事項】
１．日本看護協会理事会報告

２．日本看護協会主催会議報告
３．担当理事報告
４．県内関連団体会議参加報告
５．会員数について
６．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第６回理事会　平成 30年 12月 6日（木）
【報告事項】
１．日本看護協会理事会報告
２．日本看護協会主催会議報告
３．県内関連団体会議参加報告
４．平成 31年度和歌山県看護協会長表彰について
５．会員数について
６．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第７回理事会　平成 31年３月 13日（水）
【協議事項】
１．看護協会長表彰について
２．2019 年度重点事業概要（案）及び、2019 年度事業計
画 (案 ) について

３．2019 年度教育計画概要（案）について
４．2019 年度収支予算（案）及び、資金調達、設備投資
の見込み（案）について

５．2019 年度各職能委員会・常任委員会、特別委員会・
その他の委員会（案）について

６．会員の福利厚生について
７．その他

以上　承認
【報告事項】
１．日本看護協会理事会報告
２．日本看護協会主催会議報告
３．担当理事報告
４．県内関連団体会議参加報告
５．会員数について
６．その他

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

東洋羽毛では、お世話になっている方々に無料コーヒーサービスを
行っており ます。院内での師長会議・主任会議・ラダー研修会・

研究発表会・勉強会等、地域や支部での看護部長会・看護研修会等

の休憩時にホ と 息 きませんか  での休憩時にホッと一息つきませんか？
東洋羽毛関西販売株式会

片隅にちょっとだけ、企業PRとしてお布団を
置かせて頂いております。ご購入にも応じます。

お気軽に御利用ください。

社
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※ 二重下線 … 重点事業　　※ 下線 … 新規事業

看護教育及び
学会等学術振興に関する事業Ⅰ

１	 看護教育に関する事業
１）教育計画の企画・実施・評価
（１）新人教育　
（２）ジェネラリストを育成する教育
（３）管理者を育成する教育
（４）教育者・研究者を育成する教育（県受託事業）
２）認定看護管理者教育　２コース
（１）ファーストレベル教育課程
（２）セカンドレベル教育課程
（３）平成 29 年度認定看護管理者教育課程セカンドレ

ベル修了者の看護管理実践報告会
３）医療安全
（１）医療安全管理者養成研修　
（２）医療安全管理者養成研修修了者フォローアップ研修
４）その他
（１）退院支援看護師研修（県受託）
（２）病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修（県受託）
（３）看護職員認知症対応力向上研修 3日間 (県受託 )
（４）保健師研修 (中堅期 )
（５）認定看護師フォローアップ研修　
（６）「看護管理」に関する出前研修講座　8コース
（７）認定看護管理者交流会
（８）プレミアムセミナー　看護師のクリニカルラダー

（日本看護協会版）
（９）教育環境の充実
（１）ナースシップ受講履歴検索開始（H30年 9月 1日～）

２	 学会等学術振興に関する事業
１）平成 30年度和歌山県看護研究学会開催
２）平成 31 年度第 50 回日本看護学会－看護教育－学術
集会の準備

３）図書の運営に関する事業
（１）月刊誌・季刊紙の新規購読（看護管理、看護教育、

看護研究、看護人材育成、看護展望、助産雑誌、
訪問看護と介助、保健師ジャーナル）

（２）図書・雑誌等の新規購入及び図書利用の促進
（３）最新文献検索Web機関版の利用促進
（４）「医中誌」の利用促進
４）災害時の看護支援活動事業
（１）災害支援ナースの育成及び登録の推進

①　災害看護に関する研修
②　第 3回　災害支援ナースの登録申請実施

（平成 30年 11月）
（２）日本看護協会との合同訓練

看護職の労働環境等の改善及び
就業促進に関する事業Ⅱ

１	 労働環境等の改善及び就業促進に関する事業
１）就業促進事業（県受託）　

（１）復職支援強化・就業促進事業
２）ナースバンク事業（県受託）
（１）ナースセンターだより　（年 4回発行）  
（２）就職説明会

３）離職防止対策事業（県受託）
４）看護職の健康管理
（１）看護職のメンタルサポート（相談業務）（県受託）
（２）看護職の喫煙問題に関すること

５）潜在看護職員復職支援強化研修事業 (県受託 )
（１）潜在看護職員復職支援研修　2回
（２）ナースのお仕事相談（ハローワークとの連携）
（３）技術演習 (採血 )　第 1・第 3　木曜日に開催
（４）ナースの輝く人生応援交流会（再就業促進研修）

11月 6日（火）

２．看護職等の離職時の届け出に関すること	
（とどけるん）（県委託）

1) 平成 30年度月別届出数 ･･･181 名

看護に係る調査及び研究 並びに看護業務
及び 看護制度の改善等に関する事業Ⅲ

１	 三職能合同活動
１）三職能合同研修会の開催　

２	 保健師職能委員会活動
１）保健師・助産師合同職能集会　　　　　　　　
２）三職能合同研修会　(再掲 )　
３）保健指導ミーティング (日本看護協会補助金事業 )　
４）保健師交流会　日程：平成 30年 8月 4日 ( 土 )
	 13：30 ～ 15：30　受講者 26名

・演題　「語り」を聞く
　～ケース対応で協力が得られないときに～
　講師：井上　美保子氏
　（和歌山つくし医療・福祉センター　小児科医）

５）組織強化への対策
・「保健師職能だより」発行

３	 助産師職能委員会活動
１）三職能合同研修会　(再掲 )
２）助産師職能研修会
３）産科管理者交流会　
４）近畿地区助産師職能合同研修会
５）思春期教育出前事業
６）セーフマザーフッド募金の協力

４　看護師職能Ⅰ・Ⅱ合同活動
１）看護師合同研修開催

５－１　看護師職能Ⅰ委員会活動
１）看護師の研修会の開催
（１）准看護師研修会
（２）男性看護師交流会
（３）看護師職能Ⅰ研修会（看護管理者対象）

２）平成 30 年度和歌山県内における准看護師の就業実態およ

平成 30年度  事業報告
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び准看護師へのキャリア開発支援に関するアンケート調査
３）三職能合同研修会　(再掲 )

５－２　看護師職能Ⅱ委員会活動
１）訪問看護ステーション連絡協議会との「認知症」の出
前研修を合同で実施
介護・福祉施設関係・訪問看護ステーションなどの看
護師に関わる出前講座
　＊	6 回開催の内、紀北 ･紀中・紀南の３ヶ所、看護

協会委託事業による平成 30 年度看護政策推進の
ための組織強化事業

２）高齢者施設で働く看護職の交流会
３）在宅版クリニカルラダーについて
４）三職能合同研修会　(再掲 )

６　医療安全に関する事業
１）医療安全管理者養成研修　８日間（再掲）
２）医療安全管理者養成研修公開講座開催（再掲）
３）医療安全管理者養成研修修了者フォローアップ研修（再掲）
４）医療施設の医療安全情報をホームページに掲載
５）医療安全に関する相談対応・情報提供
（１）黒潮に掲載「医療安全数珠つなぎ」
（２）看護職賠償責任保険の普及 

地域ケアサービスの推進に関する事業Ⅳ
１　看護の心普及啓発事業
１）まちの保健室の開催
（１）まちの保健室
（２）高校生・短大生への健康チェック
（３）和歌山刑務所矯正展での健康チェック
（４）わかやま健康と食のフェスタ関係者会議に参画
２）看護週間事業
（１）看護週間事業　ふれあい看護体験 (県受託 )
（２）看護の日の記念行事（ナースデイフェスタ  和歌山）
３）看護学生への進路相談 (再掲 )
４）老人看護月間行事 (8 地区支部で開催 )
５）高齢者権利擁護等推進事業看護実務者研修（県受託）

２　訪問看護の推進事業
１）訪問看護入門研修 3日間（県受託）

日本看護協会との協力及び
連携に関する事業Ⅴ

１　日本看護協会との連携
１）日本看護協会主催の会議
（１）通常総会・全国職能別交流会
（２）全国職能委員長会
（３）理事会
（４）地区別法人会員会・職能委員長会
（５）各担当者会議 

２　日本看護協会重点政策への協力
１）地域包括ケアシステムの構築と推進
２）看護職の労働環境の整備の推進
３）看護職の役割拡大の推進
４）少子超高齢社会に対する人材育成

その他本会目的達成のために必要な事業Ⅵ
１　組織強化に関する事業
１）会員数の増加・拡大
（１）ホームページの充実
（２）地域における看護職のネットワーク強化事業

(日本看護協会委託事業 )
（３）看護政策推進のため組織強化事業
	 ～認知症出前講座～（再掲）
（５）病院協会　新人職員オリエンテーション
（６）各看護学校各行事への参加

２）会員サービスの充実
（１）ホームページ等での情報提供
（２）会員からの問い合わせ・相談対応
（３）会員の福利厚生（表彰・慶弔見舞・災害見舞等）

・日本看護協会長表彰　　受賞者：上田　陽子　氏
・和歌山県ナース章受章　受章者 (会員 )　
・和歌山県看護協会長表彰

３）その他

２　円滑な組織運営
１）諸会議の開催
（１）総会　日時：平成 30年 6月 10日（日）
	 場所：和歌山県民文化会館
（２）理事会　（年 7回）
（３）理事・各委員長合同会議（年 2回）
（４）代議員研修会
（５）会計監査（年 2回）
（６）各委員会の開催

２）広報
（１）和歌山県看護協会会報「黒潮」
	 　5月、8月、10月、1月発行
	 ナースセンターだより
	 　4月、8月、10月、1月発行
（２）ホームページの充実及び閲覧の推進

３　災害時の看護支援活動
１）災害支援ナースの育成及び登録の推進 (再掲 )
２）近畿地区看護協会災害支援ネットワークの構築
３）災害看護活動に必要な物品の整備・購入
４）災害支援ナースの身分の保障（傷害保険の加入）
５）日本看護協会との合同防災訓練への参加　(再掲 )
６）災害支援ナース登録施設との連携（合同訓練）
７）市・県行政との連携
（１）和歌山県防災会議への参画
（２）和歌山県・市等への災害医療対策会議への参画
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和歌山県では、2025 年の急激な少子超高齢社会に向け、「和歌山県地域医療構想」が策定されました。人生 100 年時代を迎
え、誰もが住み慣れた地域で自分らしく安心して生活できるために、在宅医療を含めた地域包括ケア体制の構築が進められて
おります。このような状況の中、看護職はどの領域においても役割発揮が求められており、大きな期待が寄せられています。
和歌山県看護協会は、平成 24年度より公益社団法人となり今年で８年目を迎えました。定款 4条にそって、本協会の理念
である「県民の健康な生活の実現」を目指して　①看護の質の向上、②看護職がいきいきと働き続けられる環境づくり、③看
護領域の開発・展開を使命に掲げています。
今年度も、公益社団法人として、県民の期待に応えられる看護の実現をめざし、使命・活動理念を軸として、次の 6項目を
重点に掲げ、活動を展開してまいります。

４　政策への参画
１）看護連盟との連携

５　関係団体共同事業参加
１）関係機関の委員会および協議会等への参画
２）後援・協賛依頼への協力
３）日本看護学会―看護教育―学術集会における後援依頼

平成 30 年度  事業報告

2019 年度  重点事業

１．看護実践能力及び専門性の強化	
看護職は、生涯にわたり自己の能力開発に努め、看護の質
の向上を図ることが責務です。
看護専門職能団体としての役割として、生涯教育を支援し、
看護の質の向上を図ることは、協会事業の柱でもあります。
今年度も、看護職一人ひとりが自己研鑽して看護の力を発揮
できるよう、教育計画に基づいて新人看護職員研修をはじめ、
看護職のキャリア開発支援を推進し、看護実践能力の強化に
努めます。
今年 8月 8 日（木）・9日（金）の両日、「日本看護学会
─看護教育─学術集会」
テーマ「紀の国から未来に翔けよう看護の心　～人生 100
年時代に向かって看護教育を創造しよう～」を開催します。
実践に根差した学術集会の成果を通して、看護の質向上のた
めの価値ある研究活動を推進してまいります。

２．働き続けられる環境づくりと人材確保定着の推進
団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年に向け、看護を取
り巻く環境も「治す医療」から「生活を支える医療」へと大
きな転換期にあり、人材確保は喫緊の課題です。
「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の一部改正に
より、平成 27 年 10 月から、看護職が離職等の際に都道府
県ナースセンターに届出ることを努力義務とする制度が開始
されました。また、身近な場所で離職者の届出促進と就労相
談が行えるよう、ハローワーク（和歌山・田辺）と連携し「ナ
ースのお仕事相談」を月 4回開催いたします。
また、施設訪問等により、ナースセンターの周知を図り、
ナースセンターが看護職の確保・定着の総合拠点としての役

割を果たしていけるよう取り組んでまいります。
また、今年 4月から働き方改革関連法が順次施行されま

した。施設代表者や会員に周知を図るとともに、職場づくり、
人づくり、ネットワークづくりに向けて、行政、労働局、ハ
ローワーク等、各関係団体と連携して、ナースセンター事業
を強化し、働き続けられる環境づくりと人材の確保・定着の
推進に努めます。

３．県民の健康な生活の実現の推進	
看護研修センターを拠点に「県民の健康な生活」の実現に

向けて、看護週間や老人月間、「まちの保健室」等の事業を
展開しています。
今年度も、行政や関連団体と連携しながら、各事業を推進

してまいります。同時に、和歌山県看護協会への理解を深め
て頂くために、様々な機会を捉えて情報発信に努め、県民の
健康な生活の実現を推進してまいります。

４．地域包括ケアシステムの構築と推進	
少子高齢多死社会の到来に伴い、要介護高齢者や認知症者の
増加等により、介護・福祉施設や在宅療養の場における看護職
への期待は拡大の一途を辿っています。和歌山県は高齢化も全
国を上回る速さで進行し、平成 30年 1月 1日現在全国第 8位、
近畿府県内では第 1位で、超高齢社会を迎えています。
看護協会では、在宅領域のネットワークづくりや、人材の確保・

育成及び看護の質向上に向けて「退院支援看護師研修」、「訪問
看護入門研修」、「保健師研修（中堅期）」等を実施してまいります。
今年度も看護師職能委員会Ⅰ（病院領域），Ⅱ（在宅領域）、

和歌山県訪問看護ステーション連絡協議会、行政及び関係機

１．看護実践能力及び専門性の強化
２．働き続けられる環境づくりと人材確保定着の推進
３．県民の健康な生活の実現の推進

重点事業

４．地域包括ケアシステムの構築と推進
５．保健師活動の体制整備と機能強化
６．助産実践能力強化とその体制整備
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関等と連携しながら、在宅看護、介護施設等の看護の機能を
強化し、療養を支える訪問看護・介護領域における看護の質
の向上並びに人材確保に努めてまいります。

５．保健師活動の体制整備と機能強化	
保健師は個人及び地域全体の健康増進や疾病予防を図るた
め、平成 25年 4月に示された保健師活動指針に基づき保健
活動を推進していく役割があります。
生活習慣病予防や身体維持の機能向上を図り、健康寿命の
延伸に向けた取り組みや、住み慣れた地域でその人らしく暮
らしていける地域包括ケアシステムを推進してまいります。
保健師職能委員会では、これらを実現していくために、保
健師の専門性の強化、ネットワークづくり、保健師職能の組
織力アップを目指して保健師の連携強化と課題解決、保健師
活動指針の普及に取り組んできました。

今年度においても、職能集会、事例検討会、保健師交流会等
を継続し、保健師の資質向上と連携強化に努めてまいります。

６．助産実践能力強化とその体制整備	
2016 年度よりCLoCMiP レベルⅢ認証制度が開始され、

初めての更新時期が来年度となっているため更新要件を補え
るように研修会を企画していきます。そして切れ目のない妊
娠・出産・子育て支援を図るために地域との連携体制の周知
と推進に努めてまいります。
また、安全で安心な出産環境が提供できるように「院内助

産・助産師外来ガイドライン 2018」の周知・普及に努めて
まいります。
今年度においても、職能集会、産科管理者交流会、助産師

研修会、思春期教室等を継続し、専門性の強化と連携体制整
備に努めてまいります。

2019 年度  重点事業

事業計画は、定款４条の６つの事業に沿って掲載
（１）	看護教育及び学会等学術振興に関する事業
（２）	看護職の労働環境等の改善及び就業促進に関する事業
（３）	看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制

度の改善等に関する事業
（４）	地域ケアサービスの推進に関する事業
（５）	日本看護協会との協力及び連携に関する事業
（６）	その他本会の目的達成のために必要な事業

※ 二重下線 … 重点事業　　※ 下線 … 新規事業

看護教育及び
学会等学術振興に関する事業Ⅰ

１．看護教育に関する事業
１）教育計画の企画・実施・評価
（１）新人教育　　5コース
（２）ジェネラリストを育成する教育　27コース
	 （衛星通信を含む）
	 認知症ケア加算２に関わる研修を含む
（３）管理者を育成する教育　7コース
	 看護補助者の活用推進のための看護管理者研修を含む
（４）教育者・研究者を育成する教育（県受託事業）
	 3 コース
①和歌山県保健師助産師看護師実習指導者講習会
②看護師等養成所専任教員の継続研修
③新人看護職員実地指導者研修

２）認定看護管理者教育課程　2コース
（１）	ファーストレベル教育課程（105 時間　定員 50名）
	 開講式　6月 12日、閉講式　7月 26日　予定
（２）	セカンドレベル教育課程（180 時間　定員 30名）
	 開講式　9月 18日、閉講式　12月 12日　予定

（３）	平成 30 年度認定看護管理者教育課程セカンドレ
ベル修了者の看護管理実践報告会

	 開催日：2020 年 2月頃の予定
３）医療安全
（１）	医療安全管理者養成研修　8日間
（２）	医療安全管理者養成研修修了者フォローアップ研修

４）その他
（１）	退院支援看護師研修　6日間（県受託）
（２）	病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修

　2回（紀北・紀南）（県受託）
（３）	看護職員認知症対応力向上研修　3日間 2 回
	 （紀北・紀南）（県受託）
（４）保健師研修（中堅期）　6日間（県受託）
（５）認定看護師フォローアップ研修
（６）「看護管理」に関する出前講座　8コース
（７）認定看護管理者交流会

２．学会等学術振興に関する事業
１）第 50回日本看護学会―看護教育―学術集会
	 2019 年 8月 8日、9日
	 「紀の国から未来に翔けよう　看護の心
	 ～人生 100 年時代に向かって看護教育を創造しよう～

３．図書室の運営に関する事業
（１）図書・雑誌等の購入及び図書利用の促進
（２）最新看護索引Web機関版の利用促進
（３）「医中誌」の利用促進

４．災害時の看護支援活動事業
（１）災害支援ナースの育成及び登録の推進
（２）県看護協会・地区支部のネットワークの強化及び合

同防災訓練

2019 年度  事業計画
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看護職の労働環境等の改善及び
就業促進に関する事業Ⅱ

１．労働環境等の改善及び就業促進に関する事業
１）就業促進事業
①・復職支援強化・就業促進事業
	 ナースセンター　サテライト開設
	 　（ハローワークとの連携）（県受託）
	 　（和歌山・田辺）　毎月 2回
　・ナースセンター・ハローワーク連携事業
	 求職者情報の共有
②看護職等の離職時の届け出に関すること（とどけるん）
③ナースバンク事業　ナースセンターだより　（年 4回）
④就労環境改善事業
　・WLB推進ワークショップ（1日間）
　・WLBフォローアップ・ワークショップ（1日間）
⑤ナースセンター事業推進委員会
　・再就業促進研修（ナースの輝く人生応援交流会） 1 回
⑥施設訪問の実施

２）離職防止対策事業
・「ナース相談窓口」　・施設訪問の実施（再掲）

３）看護職の健康管理
①看護職のメンタルサポート
②看護職の喫煙問題に関すること

４）潜在看護職員復職支援強化研修事業
①潜在看護職員復職支援研修　2回
	 　（紀北 6月・紀南 10月）
②ナースのお仕事相談（ハローワークとの連携）
	 　和歌山、田辺（月 2回）（再掲）
③技術演習（採血）　（第１・第３　木曜日）

５）和歌山県医療勤務環境改善支援センター運営協議会への参画
６）夜勤・交代制勤務のガイドラインの普及

看護に係る調査及び研究並びに看護業務
及び看護制度の改善等に関する事業Ⅲ

1．三職能合同活動
１）研修会　2019 年　9月 14日（土）PM
	 講演　　テーマ「働くうえでのコミュニケーション	
　　　　　　　　スキルを学ぶ」

	 　　　　講師：川乗　賀也　氏

２．保健師職能委員会活動
１）職能集会
２）保健師交流会　
３）保健指導ミーティングの開催
４）組織強化への対策
（１）「保健師職能だより」発行
５）保健師活動指針の普及・活用

３．助産師職能委員会活動
１）職能集会
２）助産師研修会開催
３）助産師交流会
４）思春期教育：思春期教育出前教室の開催

４．看護師職能Ⅰ・Ⅱ合同活動
１）職能集会　
	 看護師職能Ⅰ・Ⅱ合同研修会
	 　2019 年　9月 14日（土）10:00 ～ 12:00

テーマ：生命の尊さと、それを取り巻く自然環境の
重要性について　～心で感じる～　

	 　講　師：宇井　晋介（串本町観光協会事務局長）

５-1．看護師職能Ⅰ委員会活動
１）看護師の展望と継続教育
（１）研修会の開催

２）働き続ける職場づくりへの推進
（１）研修会の開催
①看護管理者研修
　テーマ「新任看護管理者のための管理マネジメント」
　講　師：検討中
②准看護師研修会
　テーマ：「食べるための口づくり」
　講　師：井道　達子氏（名手病院　歯科衛生士）
③男性看護職交流会　
　テーマ：「自分のキャリアを語ろう」Part Ⅱ

５-２．看護師職能Ⅱ委員会活動
・	介護・福祉関係施設・訪問看護ステーション等の看護
師に関わる出前講座
	（和歌山県訪問看護連絡協議会と合同研修）県内　２箇所
	 テーマ：訪問看護サービスでの暴力対策
	 講　師：山﨑　和代氏
	（西宮市社会福祉事業団訪問看護課　保健師・認定看護管理者）
・	講　演：テーマ：「エンドオブライフ・ケア」
	 講　師：久保田　千代美氏

６．医療安全の推進に関する事業
１）医療安全管理者養成研修　　8日間　　　　　 （再掲）
２）医療安全管理者養成研修修了者フォローアップ研修（再掲）
３）医療施設の医療安全情報をホームページに掲載
４）医療安全に関する相談対応・情報提供
（１）黒潮に掲載「医療安全数珠つなぎ」
（２）看護職賠償責任保険の普及

地域ケアサービスの推進に関する事業Ⅳ
１．看護の心普及啓発事業
１）まちの保健室の開催
（１）まちの保健室
場所：スーパーセンターオークワセントラルシティー

和歌山店　4回　
（２）高校生・短大生への健康チェック
（３）和歌山刑務所矯正展での健康チェック
（４）リビングフェスタにおける健康チェック
（５）わかやま健康と食のフェスタ 2019 における健康チェック

２）看護週間事業

2019 年度  事業計画
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・ふれあい看護体験
・8地区支部での１日まちの保健室
・看護の日の記念行事（ナースディフェスタ　和歌山）
	 5 月 6日（月）
講演１　テーマ：「災害看護の現場から　～地域

の生命を支えるとは～」
講　師：高岸　壽美　氏

（日本赤十字社和歌山医療センター看護部長
兼和歌山赤十字看護専門学校副学校長）

講演２　テーマ：「フライトナースの現場から　
～時間との戦いの中で～」

講　師：紙谷　侑平　氏
	 　（和歌山県立医科大学附属病院看護師）
健康チェック（骨密度測定）
白衣体験　

３）看護学生への進路相談
４）老人看護月間行事（8地区支部で実施）
・「出前健康チェック」等

５）高齢者権利擁護等推進事業看護実務者研修（県受託）

２．訪問看護の推進事業
訪問看護入門研修　3日間　(県受託 )

日本看護協会との協力及び
連携に関する事業Ⅴ

１．日本看護協会との連携
１）日本看護協会主催の会議
（１）通常総会・全国職能別交流会
	 　6月 6日（木）・7日（金）　於：函館アリーナ
（２）理事会　　年 6回
（３）全国職能委員長会　8月 21日 ( 水 )
（４）全国法人会員会　
（５）地区別法人会員会・職能委員長会
	 　10 月 28 日（月）・29日（火）滋賀県
（６）各担当者会議
・	都道府県看護協会政策責任者会議　9月 26日（木）
・	医療安全推進会議
・	都道府県看護協会教育担当者会議　7月 31日（水）
・	都道府県看護協会図書室担当者会議
・	都道府県看護協会災害看護担当者会議
・	ナースセンター事業担当者会議
・	ナースセンター相談員連絡会議
・	全国准看護師制度担当役員会議
・	訪問看護連絡協議会全国会議
・	都道府県看護協会広報担当役員会議
・	都道府県看護協会事務担当者会議
・	新会員情報管理体制担当者会議　7月 11日（木）予定
・	都道府県看護協会看護労働担当者会議

２．日本看護協会重点政策への協力
１）看護基礎教育制度改革の推進
２）地域包括ケアにおける看護提供体制の構築
３）看護職の働き方改革の推進
４）看護職の役割拡大の推進と人材育成

その他本会目的達成のために必要な事業Ⅵ
１．組織強化に関する事業
１）会員数の増加・拡大
（１）ホームページの充実
（２）	新人看護職員オリエンテーション　4月 15日（月）午後
（３）病院協会　新人職員オリエンテーション　
（４）看護師等学校養成所の行事への参加
（５）看護学校への訪問

２）会員サービスの充実
（１）ホームページ等での情報提供（スマホ対応）
（２）会員からの問い合わせ・相談対応
（３）会員の福利厚生（表彰・慶弔見舞・災害見舞・大

和ハウス工業（株）会員割引等）
３）地域における看護職のネットワーク強化事業（県看護
協会の普及・啓発）

４）その他

２．円滑な組織運営
１）諸会議の開催
（１）総会　2019 年 6月 22日（土）
	 場所：和歌山県民文化会館　小ホール
（２）理事会（年 6回）
（４）支部長会議
（５）理事・各委員長合同会議（年 2回）
（６）代議員研修会　　2019 年 5月 15日（水）PM
（７）監査（年 2回）
（８）各委員会の開催
①各職能委員会
②各委員会

２）広報
（１）和歌山県看護協会会報「黒潮」発行　年 4回
	 ナースセンターだより　年 4回（再掲）
（２）ホームページの充実及び閲覧の推進

３．災害時の看護支援活動
１）災害支援ナースの育成及び登録の推進（再掲）
２）県看護協会・地区支部のネットワークの強化及び合同
防災訓練（再掲）

３）近畿地区看護協会災害支援ネットワークの構築
４）災害支援ナースの身分の保障（傷害保険の加入）
５）日本看護協会との合同防災訓練への参加
６）市・県行政との連携
（１）和歌山県防災会議への参画
（２）和歌山県・市等への災害医療対策会議への参画

４．政策への参画
・行政や県議会等への要望
・和歌山県看護連盟との連携

５．関係団体共同事業参加
１）関係機関の委員会および協議会等への参画
２）後援・協賛依頼への協力

2019 年度  事業計画
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科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増   減

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1) 経常収益

          特定資産運用益

            特 定 資 産 受 取 利 息 1,000 　1,000 0

          受取入会金

            受 取 入 会 金 4,000,000 4,000,000 0

          受取会費  

            正 会 員 受 取 会 費 58,500,000 56,500,000 2,000,000

          事業収益  

            受 取 受 講 料 25,500,000 26,500,000 △ 1,000,000

            受 取 会 館 賃 貸 料 30,000 30,000 0

            受 取 福 祉 年 金 事 務 費 150,000 170,000 △ 20,000

            受 取 手 数 料 400,000 400,000 0

            受取業務受託運営協力金 150,000 100,000 50,000

            日本看護学会学術集会収入 11,873,000 0 11,873,000

          事業収益計 38,103,000 27,200,000 10,903,000

          受取補助金等  

            日本看護協会受取助成金 8,000,000 7,900,000 100,000

            団 体 受 取 助 成 金 50,000 50,000 0

          受取補助金等計 8,050,000 7,950,000 100,000

          受取受託金  

            日本看護協会受取業務受託金 1,170,000 1,130,000 40,000

            和 歌 山 県 受 取 委 託 費 18,338,000 17,053,000 1,285,000

          受取受託金計 19,508,000 18,183,000 1,325,000

          受取寄付金  

            受 取 寄 付 金 700,000 700,000 0

          雑収益  

            受 取 利 息 1,000 1,000 0

            雑 収 益 50,000 60,000 △ 10,000

          雑収益計 51,000 61,000 △ 10,000

        経常収益計 128,913,000 114,595,000 14,318,000

     (2) 経常費用  

          事業費  

            役 員 報 酬 8,331,000 8,331,000 0

            給 料 手 当 21,268,000 21,870,000 △ 602,000

            賞 与 2,720,000 2,599,000 121,000

            退 職 給 付 費 用 852,000 822,000 30,000

            法 定 福 利 費 4,320,000 4,230,000 90,000

            旅 費 交 通 費 11,233,000 10,500,000 733,000

            通 信 運 搬 費 1,790,000 1,700,000 90,000

            減 価 償 却 費 3,300,000 3,250,000 50,000

            消 耗 什 器 備 品 費 1,000,000 300,000 700,000

            消 耗 品 費 3,037,000 2,000,000 1,037,000

            修 繕 費 200,000 200,000 0

            印 刷 製 本 費 4,050,000 4,000,000 50,000

            光 熱 水 料 費 0 1,700,000 △ 1,700,000

            賃 借 料 1,600,000 1,100,000 500,000

            保 険 料 40,000 40,000 0

            諸 謝 金 14,935,000 13,000,000 1,935,000

            租 税 公 課 2,550,000 1,600,000 950,000

            支 払 負 担 金 50,000 50,000 0

            支 払 手 数 料 159,000 150,000 9,000

            委 託 費 8,525,000 1,400,000 7,125,000

科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増   減

            会 議 費 698,000 400,000 298,000

            広 報 啓 発 費 500,000 500,000 0

            図 書 整 備 費 300,000 300,000 0

            情 報 処 理 費 300,000 350,000 △ 50,000

            雑 費 60,000 60,000 0

          事業費計 91,818,000 80,452,000 11,366,000

          管理費  

            役 員 報 酬 6,742,000 6,742,000 0

            給 料 手 当 6,820,000 6,643,000 177,000

            賞 与 2,324,000 2,262,000 62,000

            退 職 給 付 費 用 387,000 375,000 12,000

            法 定 福 利 費 1,680,000 1,570,000 110,000

            福 利 厚 生 費 210,000 210,000 0

            旅 費 交 通 費 1,500,000 1,300,000 200,000

            通 信 運 搬 費 700,000 700,000 0

            減 価 償 却 費 3,300,000 3,250,000 50,000

            消 耗 什 器 備 品 費 200,000 200,000 0

            消 耗 品 費 1,200,000 1,000,000 200,000

            修 繕 費 500,000 500,000 0

            印 刷 製 本 費 1,600,000 1,700,000 △ 100,000

            光 熱 水 料 費 2,600,000 600,000 2,000,000

            賃 借 料 800,000 300,000 500,000

            保 険 料 120,000 120,000 0

            諸 謝 金 1,000,000 1,000,000 0

            租 税 公 課 100,000 600,000 △ 500,000

            支 払 負 担 金 300,000 280,000 20,000

            支 払 手 数 料 150,000 200,000 △ 50,000

            委 託 費 800,000 1,000,000 △ 200,000

            会 議 費 150,000 120,000 30,000

            諸 会 費 70,000 70,000 0

            情 報 処 理 費 650,000 350,000 300,000

            渉 外 費 170,000 150,000 20,000

            会 館 委 託 料 2,900,000 2,800,000 100,000

            広 報 啓 発 費 50,000 50,000 0

            雑 費 72,000 51,000 21,000

          管理費計 37,095,000 34,143,000 2,952,000

        経常費用計 128,913,000 114,595,000 14,318,000

          当期経常増減額 0 0 0

   2. 経常外増減の部  

     (1) 経常外収益  

        経常外収益計 0 0 0

     (2) 経常外費用  

        経常外費用計 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0

          当期一般正味財産増減額 0 0 0

          一般正味財産期首残高 592,253,885 592,253,885 0

          一般正味財産期末残高 592,253,885 592,253,885 0

Ⅱ  指定正味財産増減の部  

          当期指定正味財産増減額 0 0 0

          指定正味財産期首残高 0 0 0

          指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 592,253,885 592,253,885 0

2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日まで

2019 年度　収支予算書

（単位：円）
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科　　　　目 公益目的
事業会計

収益事業
等会計 法人会計 合　計

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1) 経常収益

          特定資産運用益

            特定資産受取利息 0 0 1,000 1,000

          受取入会金

            受 取 入 会 金 0 0 4,000,000 4,000,000

          受取会費  

            正 会 員 受 取 会 費 0 0 58,500,000 58,500,000

          事業収益  

            受 取 受 講 料 25,500,000 0 0 25,500,000

            受 取 会 館 賃 貸 料 0 30,000 0 30,000

            受取福祉年金事務費 0 0 150,000 150,000

            受 取 手 数 料 400,000 0 0 400,000

            受取業務受託運営協力金 150,000 0 0 150,000

            日本看護学会学術集会収入 11,873,000 0 0 11,873,000

          事業収益計 37,923,000 30,000 150,000 38,103,000

          受取補助金等  

            日本看護協会受取助成金 8,000,000 0 0 8,000,000

            団 体 受 取 助 成 金 50,000 0 0 50,000

          受取補助金等計 8,050,000 0 0 8,050,000

          受取受託金  

            日本看護協会受取業務受託金 0 0 1,170,000 1,170,000

            和歌山県受取委託費 18,338,000 0 0 18,338,000

          受取受託金計 18,338,000 0 1,170,000 19,508,000

          受取寄付金  

            受 取 寄 付 金 0 0 700,000 700,000

          雑収益  

            受 取 利 息 0 0 1,000 1,000

            雑 収 益 0 0 50,000 50,000

          雑収益計 0 0 51,000 51,000

        経常収益計 64,311,000 30,000 64,572,000 128,913,000

     (2) 経常費用  

          事業費  

            役 員 報 酬 8,331,000 0 0 8,331,000

            給 料 手 当 21,268,000 0 0 21,268,000

            賞 与 2,720,000 0 0 2,720,000

            退 職 給 付 費 用 852,000 0 0 852,000

            法 定 福 利 費 4,320,000 0 0 4,320,000

            旅 費 交 通 費 11,233,000 0 0 11,233,000

            通 信 運 搬 費 1,790,000 0 0 1,790,000

            減 価 償 却 費 3,300,000 0 0 3,300,000

            消 耗 什 器 備 品 費 1,000,000 0 0 1,000,000

            消 耗 品 費 3,037,000 0 0 3,037,000

            修 繕 費 200,000 0 0 200,000

            印 刷 製 本 費 4,050,000 0 0 4,050,000

            光 熱 水 料 費 0 0 0 0

            賃 借 料 1,600,000 0 0 1,600,000

            保 険 料 40,000 0 0 40,000

            諸 謝 金 14,935,000 0 0 14,935,000

            租 税 公 課 2,400,000 150,000 0 2,550,000

            支 払 負 担 金 50,000 0 0 50,000

            支 払 手 数 料 159,000 0 0 159,000

            委 託 費 8,525,000 0 0 8,525,000

科　　　　目 公益目的
事業会計

収益事業
等会計 法人会計 合　計

            会 議 費 698,000 0 0 698,000

            広 報 啓 発 費 500,000 0 0 500,000

            図 書 整 備 費 300,000 0 0 300,000

            情 報 処 理 費 300,000 0 0 300,000

            雑 費 60,000 0 0 60,000

          事業費計 91,668,000 150,000 0 91,818,000

          管理費  

            役 員 報 酬 0 0 6,742,000 6,742,000

            給 料 手 当 0 0 6,820,000 6,820,000

            賞 与 0 0 2,324,000 2,324,000

            退 職 給 付 費 用 0 0 387,000 387,000

            法 定 福 利 費 0 0 1,680,000 1,680,000

            福 利 厚 生 費 0 0 210,000 210,000

            旅 費 交 通 費 0 0 1,500,000 1,500,000

            通 信 運 搬 費 0 0 700,000 700,000

            減 価 償 却 費 0 0 3,300,000 3,300,000

            消 耗 什 器 備 品 費 0 0 200,000 200,000

            消 耗 品 費 0 0 1,200,000 1,200,000

            修 繕 費 0 0 500,000 500,000

            印 刷 製 本 費 0 0 1,600,000 1,600,000

            光 熱 水 料 費 0 0 2,600,000 2,600,000

            賃 借 料 0 0 800,000 800,000

            保 険 料 0 0 120,000 120,000

            諸 謝 金 0 0 1,000,000 1,000,000

            租 税 公 課 0 0 100,000 100,000

            支 払 負 担 金 0 0 300,000 300,000

            支 払 手 数 料 0 0 150,000 150,000

            委 託 費 0 0 800,000 800,000

            会 議 費 0 0 150,000 150,000

            諸 会 費 0 0 70,000 70,000

            情 報 処 理 費 0 0 650,000 650,000

            渉 外 費 0 0 170,000 170,000

            会 館 委 託 料 0 0 2,900,000 2,900,000

            広 報 啓 発 費 0 0 50,000 50,000

            雑 費 0 0 72,000 72,000

          管理費計 0 0 37,095,000 37,095,000

        経常費用計 91,668,000 150,000 37,095,000 128,913,000

          当期経常増減額 △ 27,357,000 △ 120,000 27,477,000 0

   2. 経常外増減の部  

     (1) 経常外収益  

        経常外収益計 0 0 0 0

     (2) 経常外費用  

        経常外費用計 0 0 0 0

          当期経常外増減額 0 0 0 0

          当期一般正味財産増減額 △ 27,357,000 △ 120,000 27,477,000 0

          一般正味財産期首残高 274,322,777 917,841 317,013,267 592,253,885

          一般正味財産期末残高 246,965,777 797,841 344,490,267 592,253,885

Ⅱ  指定正味財産増減の部  

          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

          指定正味財産期首残高 0 0 0 0

          指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 246,965,777 797,841 344,490,267 592,253,885

2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日まで
（単位：円）

2019 年度　収支予算書内訳表
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第一号議案

第二号議案

議 決 事 項

和歌山県看護協会名誉会員の推薦（案）　　　木村　佐多子　　前 和歌山県看護協会会長

2019 年度　役員および推薦委員、2020 年度代議員・予備代議員の選任について

2019 年度　改選役員候補者一覧

役 職 名 氏　　　名 所　　　属

副 会 長 東　　　直　子 公益財団法人白浜医療福祉財団
白浜はまゆう病院

専務理事 小　泉　美　穂 和歌山県看護協会

理事（書記長） 山　本　美　代 自宅

理　　事
（保健師職能委員長） 小　川　政　予 自宅

理　　事
（助産師職能委員長） 片　山　祐　理 県立医科大学附属病院

理　　事
（看護師職能委員長Ⅰ） 稲　垣　伊津穂 医療法人共栄会　名手病院

理　　事
（看護師職能委員長Ⅱ） 東　　　るみ子 社会医療法人黎明会

北出病院内　地域連携センター

地区理事（支部長兼任）
和歌山地区 遠　藤　栄　理 独立行政法人労働者健康安全機構

和歌山労災病院

地区理事（支部長兼任）
海南・海草地区 秦　野　美智代 海草振興局健康福祉部

（海南保健所）

地区理事（支部長兼任）
新宮・串本区 岩　本　千　帆 那智勝浦町立温泉病院

監　　事 黒　田　美也子 医療法人西村会　向陽病院

2019 年度　推薦委員候補者一覧

推 薦 委 員 氏　　　名 所　　　属

推薦委員 藤　川　容　枝 海草振興局健康福祉部
（海南保健所）

推薦委員 下　前　倫　子 西牟婁振興局健康福祉部
（田辺保健所）

推薦委員 寺　本　裕　水 日本赤十字社和歌山医療センター

推薦委員 西　　　志乃歩 紀南病院

推薦委員 鈴　木　沙　知 県立医科大学附属病院紀北分院

推薦委員 松　尾　真由美 海南医療センター

推薦委員 森　　　かな江 社会福祉法人和生福会　緑風苑

推薦委員 三　瀬　直　子 介護老人保健施設　和歌川苑

2020 年度　代議員推薦者名簿

職能・地区名 氏　　　名 所　　　属

保健師 秦　野　美智代 海草振興局健康福祉部
（海南保健所）

助産師 稲　葉　ひとみ 新宮市立医療センター　

那賀地区（看護師） 藤　本　美　幸 公立那賀病院

和歌山地区（看護師） 遠　藤　栄　理 独立行政法人労働者健康安全機構
和歌山労災病院

田辺地区（看護師） 廣　井　啓　子 公益財団法人白浜医療福祉財団
白浜はまゆう病院

准看護師理事 河　端　宴　子 国保日高総合病院

2020 年度　予備代議員推薦者名簿

職能・地区名 氏　　　名 所　　　属

保健師 小　川　政　予 自宅

助産師 沖　　　婦美代 独立行政法人労働者健康安全機構
和歌山労災病院

那賀地区（看護師） 梅　田　智　子 公立那賀病院

和歌山地区（看護師） 佐　伯　敬　子 医療法人　誠佑記念病院

田辺地区（看護師） 榎木谷　久美子 紀南病院

准看護師 狩　谷　勇　人 医療法人裕紫会　中谷病院
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科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増   減

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1) 経常収益
          特定資産運用益
            特 定 資 産 受 取 利 息 339 275 64
          受取入会金
            受 取 入 会 金 4,530,000 4,320,000 210,000
            施 設 整 備 積 立 金 0 9,475,000 △ 9,475,000
          受取入会金計 4,530,000 13,795,000 △ 9,265,000
          受取会費
            正 会 員 受 取 会 費 59,550,000 56,890,000 2,660,000
          事業収益
            受 取 受 講 料 27,214,000 27,826,000 △ 612,000
            受 取 会 館 賃 貸 料 32,000 17,000 15,000
            受 取 福 祉 年 金 事 務 費 145,775 175,525 △ 29,750
            受 取 手 数 料 505,088 995,488 △ 490,400
            受取業務受託運営協力金 172,400 304,200 △ 131,800
          事業収益計 28,069,263 29,318,213 △ 1,248,950
          受取補助金等
            日 本 看 護 協 会 助 成 金 7,997,180 7,993,540 3,640
            団 体 助 成 金 50,000 50,000 0
          受取補助金等収入計 8,047,180 8,043,540 3,640
          受取受託金
            日本看護協会会員登録事務業務委託費 1,137,620 1,130,860 6,760
            保健指導ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ事業委託費 17,828 16,796 1,032
            看護職員の復職支援強化・就業促進事業委託費 1,129,000 1,129,000 0
            和歌山県ﾅｰｽｾﾝﾀｰ事業委託費 4,763,000 4,763,000 0
            潜在看護職員復職支援研修委託費 4,237,000 4,237,000 0
            看護師等養成所専任教員継続研修事業委託費 232,000 232,000 0
            看護職員届出制度への対応事業委託費 1,555,000 2,565,000 △ 1,010,000
            実習指導者講習会事業委託費 1,510,000 1,510,000 0
            高齢者権利擁護等推進事業委託費 350,000 350,000 0
            認知症対応力向上研修事業委託費 953,000 707,000 246,000
            退院支援看護師研修事業委託費 600,000 600,000 0
            訪問看護入門研修事業委託費 517,000 517,000 0
            保 健 師 研 修 委 託 費 1,453,000 1,453,000 0
            地域における看護職のﾈｯﾄﾜｰｸ強化事業委託費 0 449,165 △ 449,165
            看護政策推進のための組織強化事業委託費 447,555 0 447,555
          受取受託金収入計 18,902,003 19,659,821 △ 757,818
          受取寄付金
            受 取 寄 付 金 700,000 700,000 0
          雑収益
            受 取 利 息 328 377 △ 49
            雑 収 益 203,572 170,977 32,595
          雑収益計 203,900 171,354 32,546
        経常収益計 120,002,685 128,578,203 △ 8,575,518
     (2) 経常費用
          事業費
            役 員 報 酬 8,330,352 8,331,766 △ 1,414
            給 料 手 当 19,278,171 20,938,610 △ 1,660,439
            賞 与 2,662,926 2,501,497 161,429
            退 職 給 付 費 用 987,970 1,573,940 △ 585,970
            法 定 福 利 費 4,414,193 3,968,024 446,169
            旅 費 交 通 費 9,765,286 9,755,237 10,049
            通 信 運 搬 費 1,427,010 1,494,561 △ 67,551
            減 価 償 却 費 3,278,551 3,173,025 105,526
            消 耗 品 費 2,035,731 1,199,394 836,337
            修 繕 費 59,658 34,992 24,666
            印 刷 製 本 費 4,166,965 4,063,475 103,490
            賃 借 料 827,159 1,208,041 △ 380,882
            保 険 料 1,000 1,000 0
            諸 謝 金 14,290,384 13,437,339 853,045

科　　　　目 当 年 度 前 年 度 増   減
            租 税 公 課 1,836,463 2,224,295 △ 387,832
            支 払 負 担 金 25,516 36,911 △ 11,395
            支 払 助 成 金 0 10,000 △ 10,000
            支 払 手 数 料 89,962 171,954 △ 81,992
            委 託 費 754,861 815,317 △ 60,456
            会 議 費 342,839 334,264 8,575
            広 報 啓 発 費 497,880 503,400 △ 5,520
            図 書 整 備 費 143,232 100,115 43,117
            諸 会 費 0 9,490 △ 9,490
            情 報 処 理 費 191,700 0 191,700
            雑 費 31,304 74,494 △ 43,190
          事業費計 75,439,113 75,961,141 △ 522,028
          管理費
            役 員 報 酬 6,676,008 6,620,614 55,394
            給 料 手 当 6,642,360 6,559,320 83,040
            賞 与 2,261,574 1,971,176 290,398
            退 職 給 付 費 用 374,830 363,660 11,170
            法 定 福 利 費 1,802,980 1,467,625 335,355
            福 利 厚 生 費 193,331 183,499 9,832
            旅 費 交 通 費 1,394,739 1,424,173 △ 29,434
            通 信 運 搬 費 710,934 698,422 12,512
            減 価 償 却 費 3,278,550 3,173,024 105,526
            消 耗 品 費 904,600 1,045,963 △ 141,363
            修 繕 費 383,441 889,164 △ 505,723
            印 刷 製 本 費 1,300,455 1,523,120 △ 222,665
            光 熱 水 料 費 2,510,227 2,696,213 △ 185,986
            賃 借 料 478,537 420,832 57,705
            保 険 料 114,000 114,000 0
            諸 謝 金 895,352 900,752 △ 5,400
            租 税 公 課 55,197 71,065 △ 15,868
            支 払 負 担 金 281,026 275,478 5,548
            支 払 手 数 料 103,843 110,169 △ 6,326
            委 託 費 764,253 979,016 △ 214,763
            会 議 費 112,756 144,314 △ 31,558
            諸 会 費 50,500 54,010 △ 3,510
            情 報 処 理 費 382,860 304,560 78,300
            渉 外 費 171,400 164,789 6,611
            会 館 委 託 料 2,828,342 3,008,751 △ 180,409
            図 書 整 備 費 2,030 37,028 △ 34,998
            広 報 啓 発 費 10,800 2,916 7,884
            雑 費 34,566 42,824 △ 8,258
          管理費計 34,719,491 35,246,477 △ 526,986
        経常費用計 110,158,604 111,207,618 △ 1,049,014
          当期経常増減額 9,844,081 17,370,585 △ 7,526,504
   2. 経常外増減の部
     (1) 経常外収益
          その他の経常外収益
            退職給付引当金取崩額 226,000 658,500 △ 432,500
        経常外収益計 226,000 658,500 △ 432,500
     (2) 経常外費用
        経常外費用計 0 0 0
          当期経常外増減額 226,000 658,500 △ 432,500
          当期一般正味財産増減額 10,070,081 18,029,085 △ 7,959,004
          一般正味財産期首残高 592,253,885 574,224,800 18,029,085
          一般正味財産期末残高 602,323,966 592,253,885 10,070,081

Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 602,323,966 592,253,885 10,070,081

平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

平成 30 年度　決算報告書（正味財産増減計算書）

（単位：円）

第三号議案
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科　　　　目 公益目的
事業会計

収益事業
等会計 法人会計 合　計

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部

     (1) 経常収益

          特定資産運用益

            特定資産受取利息 0 0 339 339

          受取入会金

            受 取 入 会 金 0 0 4,530,000 4,530,000

          受取会費

            正 会 員 受 取 会 費 0 0 59,550,000 59,550,000

          事業収益

            受 取 受 講 料 27,214,000 0 0 27,214,000

            受 取 会 館 賃 貸 料 0 32,000 0 32,000

            受取福祉年金事務費 0 0 145,775 145,775

            受 取 手 数 料 505,088 0 0 505,088

            受取業務受託運営協力金 172,400 0 0 172,400

          事業収益計 27,891,488 32,000 145,775 28,069,263

          受取補助金等

            日本看護協会助成金 7,997,180 0 0 7,997,180

            団 体 助 成 金 50,000 0 0 50,000

          受取補助金等収入計 8,047,180 0 0 8,047,180

          受取受託金

            日本看護協会会員登録事務業務委託費 0 0 1,137,620 1,137,620

            保健指導ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ事業委託費 17,828 0 0 17,828

            看護職員の復職支援強化・就業促進事業委託費 1,129,000 0 0 1,129,000

            和歌山県ﾅｰｽｾﾝﾀｰ事業委託費 4,763,000 0 0 4,763,000

            潜在看護職員復職支援研修委託費 4,237,000 0 0 4,237,000

            看護師等養成所専任教員継続研修事業委託費 232,000 0 0 232,000

            看護職員届出制度への対応事業委託費 1,555,000 0 0 1,555,000

            実習指導者講習会事業委託費 1,510,000 0 0 1,510,000

            高齢者権利擁護等推進事業委託費 350,000 0 0 350,000

            認知症対応力向上研修事業委託費 953,000 0 0 953,000

            退院支援看護師研修事業委託費 600,000 0 0 600,000

            訪問看護入門研修事業委託費 517,000 0 0 517,000

            保健師研修委託費 1,453,000 0 0 1,453,000

            看護政策推進のための組織強化事業委託費 447,555 0 0 447,555

          受取受託金収入計 17,764,383 0 1,137,620 18,902,003

          受取寄付金

            受 取 寄 付 金 0 0 700,000 700,000

          雑収益

            受 取 利 息 0 0 328 328

            雑 収 益 141,400 0 62,172 203,572

          雑収益計 141,400 0 62,500 203,900

        経常収益計 53,844,451 32,000 66,126,234 120,002,685

     (2) 経常費用

          事業費

            役 員 報 酬 8,330,352 0 0 8,330,352

            給 料 手 当 19,278,171 0 0 19,278,171

            賞 与 2,662,926 0 0 2,662,926

            退 職 給 付 費 用 987,970 0 0 987,970

            法 定 福 利 費 4,414,193 0 0 4,414,193

            旅 費 交 通 費 9,765,286 0 0 9,765,286

            通 信 運 搬 費 1,427,010 0 0 1,427,010

            減 価 償 却 費 3,278,551 0 0 3,278,551

            消 耗 品 費 2,035,731 0 0 2,035,731

            修 繕 費 59,658 0 0 59,658

            印 刷 製 本 費 4,166,965 0 0 4,166,965

            賃 借 料 827,159 0 0 827,159

            保 険 料 1,000 0 0 1,000

            諸 謝 金 14,290,384 0 0 14,290,384

科　　　　目 公益目的
事業会計

収益事業
等会計 法人会計 合　計

            租 税 公 課 1,706,778 129,685 0 1,836,463

            支 払 負 担 金 25,516 0 0 25,516

            支 払 手 数 料 89,962 0 0 89,962

            委 託 費 754,861 0 0 754,861

            会 議 費 342,839 0 0 342,839

            広 報 啓 発 費 497,880 0 0 497,880

            図 書 整 備 費 143,232 0 0 143,232

            情 報 処 理 費 191,700 0 0 191,700

            雑 費 31,304 0 0 31,304

          事業費計 75,309,428 129,685 0 75,439,113

          管理費

            役 員 報 酬 0 0 6,676,008 6,676,008

            給 料 手 当 0 0 6,642,360 6,642,360

            賞 与 0 0 2,261,574 2,261,574

            退 職 給 付 費 用 0 0 374,830 374,830

            法 定 福 利 費 0 0 1,802,980 1,802,980

            福 利 厚 生 費 0 0 193,331 193,331

            旅 費 交 通 費 0 0 1,394,739 1,394,739

            通 信 運 搬 費 0 0 710,934 710,934

            減 価 償 却 費 0 0 3,278,550 3,278,550

            消 耗 品 費 0 0 904,600 904,600

            修 繕 費 0 0 383,441 383,441

            印 刷 製 本 費 0 0 1,300,455 1,300,455

            光 熱 水 料 費 0 0 2,510,227 2,510,227

            賃 借 料 0 0 478,537 478,537

            保 険 料 0 0 114,000 114,000

            諸 謝 金 0 0 895,352 895,352

            租 税 公 課 0 0 55,197 55,197

            支 払 負 担 金 0 0 281,026 281,026

            支 払 手 数 料 0 0 103,843 103,843

            委 託 費 0 0 764,253 764,253

            会 議 費 0 0 112,756 112,756

            諸 会 費 0 0 50,500 50,500

            情 報 処 理 費 0 0 382,860 382,860

            渉 外 費 0 0 171,400 171,400

            会 館 委 託 料 0 0 2,828,342 2,828,342

            図 書 整 備 費 0 0 2,030 2,030

            広 報 啓 発 費 0 0 10,800 10,800

            雑 費 0 0 34,566 34,566

          管理費計 0 0 34,719,491 34,719,491

        経常費用計 75,309,428 129,685 34,719,491 110,158,604

          当期経常増減額 △ 21,464,977 △ 97,685 31,406,743 9,844,081

   2. 経常外増減の部

     (1) 経常外収益

          その他の経常外収益

            退職給付引当金取崩額 226,000 0 0 226,000

        経常外収益計 226,000 0 0 226,000

     (2) 経常外費用

        経常外費用計 0 0 0 0

          当期経常外増減額 226,000 0 0 226,000

          当期一般正味財産増減額 △ 21,238,977 △ 97,685 31,406,743 10,070,081

          一般正味財産期首残高 302,631,777 1,027,841 288,594,267 592,253,885

          一般正味財産期末残高 281,392,800 930,156 320,001,010 602,323,966

Ⅱ  指定正味財産増減の部
          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

          指定正味財産期首残高 0 0 0 0

          指定正味財産期末残高 0 0 0 0

Ⅲ  正味財産期末残高 281,392,800 930,156 320,001,010 602,323,966

平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで

平成 30 年度　決算報告書（正味財産増減計算書内訳表）

議決事項
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2019 年度　改選役員候補者氏名、所属および抱負

副会長として 3期目を推薦されました。県看護協会
の更なる発展をめざし、微力ですが役割を果たせるよう
全力を尽くします。

副会長　 東　　　直　子　
（白浜はまゆう病院）

和歌山県看護協会の目的（人々の健康な生活の実現に
寄与する）を遂行するため、適切かつ効率的な組織運営
に努め、協力して役割を果たして参ります。

理　事（書記長）　 山　本　美　代　

地域包括ケアシステム構築の推進に向け、地域の医療と介護
の連携を図る視点から、今年度より診療所で働く看護職まで対
象を広げ、施設、在宅領域の看護職の連携、組織強化に取り
組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

理事（看護師職能委員長Ⅱ）　 東 　　るみ子　
（社会医療法人黎明会　地域連携センター）

地域包括ケアシステムの構築が進められる中、医療と生活の
両方の視点を持つ看護職への役割期待は高まっています。「県民
の健康な生活の実現」に向けて和歌山県看護協会の事業が確実
におこなわれるよう、監事の役割を果たしたいと考えています。

監　事　 黒　田　美也子　
（医療法人　西村会　向陽病院）

看護師職能委員会Ⅰ委員長 2期目に推薦されました。看護協会
の更なる発展・組織化に尽力して参ります。また、委員会メンバー
で連携し、現場の声をタイムリーに集め、病院で働く看護職に興
味関心を持ってもらえるような研修計画を立案して参ります。

理事（看護師職能委員長Ⅰ）　稲　垣　伊津穂　
（名手病院）

今年度の助産師職能委員長に推薦されました。2020 年は、
2015 年に認定を受けたCLoCMiP®アドバンス助産師の初の
更新年となります。助産師が助産師としての役割を発揮できる
活気ある委員会活動となるよう取り組んでいきます。

理事（助産師職能委員長）　片　山　祐　理　
（和歌山県立医科大学附属病院）

これまでの経験を活かし、関連機関との連携や情報収
集を密にし、看護職の地位・質の向上を目指した支援や
活動に取組んでいきます。

専務理事　 小　泉　美　穂　
（和歌山県看護協会）

保健師職能委員長２期目に推薦されました。保健師の連
携強化、資質の向上を目標に保健師が地域に責任を持って
いきいきと元気に活動が出来るよう委員と共に努力してま
いります。皆様のご協力をお願いします。

理事（保健師職能委員長）　小　川　政　予　

このたび、和歌山地区理事に推薦されました。委員さ
ん方と力を合わせ会員の皆様を支援させていただきま
す。また、地域の皆様の暮らしと生活の場を守ることを
念頭に置いた活動ができるよう努めたいと思います。

地区理事（支部長兼任）　 遠　藤　栄　理　
（和歌山労災病院）和歌山地区

変化する医療や社会の環境に対応し、看護職の質の向上
を図るため、会員の皆様のご意見を伺いながら、協会活動
を推進し与えられた役割を果たしていきたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

地区理事（支部長兼任）　 秦　野　美智代　
（海南保健所）海南・海草地区

少子・超高齢社会において、看護職の専門性が求められ
ているのを実感しています。看護の質向上のため、地区理
事として和歌山県看護協会と連携しながら、自分の役割を
行っていきたいと思います。

地区理事（支部長兼任）　 岩　本　千　帆　
（那智勝浦町立温泉病院）新宮・串本地区

公益社団法人和歌山県看護協会定款細則第 15条
3項に基づき、2019 年度改選役員を下記の通り推
薦し告示します。


